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 反対称化分子動力学は平均場効果と 2 核子衝突の効果が含まれていることによってフラグメント生成がよ

く再現でき、重イオン入射反応に対して有効なモデルである。本研究では 12C + 27Al 反応を例にとって、異

なる平均場模型が粒子生成の予測にどのような違いがあるのかを、二重微分断面積によって実験値と照らし

合わせながら評価する。 
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1. 緒言 
 重イオン入射反応は、近年がん治療等に用いられており、実験も徐々に行われつつある。しかし、標準と

なる計算手法が確立しておらず様々な計算コードが多種多様な模型を用いている。本研究ではその中でも衝

突反応のフラグメント生成がよく再現でき、重イオン入射反応に対して有効なモデルである反対称化分子動

力学[1]を用いて 12C + 27Al 反応を例に挙げる。異なる平均場模型が粒子生成の予測にどのような違いがあるの

かを、二重微分断面積および角度微分断面積によって実験値[2]と照らし合わせながら評価した。 

2. 方法 
本研究では AMD によって入射および標的核の基底

状態を求め、乱数により様々な初期配置から衝突計算

を 10000 イベント行った。衝突計算の後、統計カスケ

ード崩壊[3]の計算を行い、二重微分断面積と積分断面

積を求めた。AMD 計算では Skyrme 相互作用を有効相

互作用として用い、平均場模型複数個と実験データと

の比較を行った。入射核 12C のエネルギーは実験デー

タのある 72MeV と 144MeV とした。 
3. 結果 
 30 度での炭素放出の二重微分断面積が図 1 となり、

原子番号を横軸にとった角度微分断面積は図 2 となっ

た。図 1 より、実験値と比べ平均場によって 10 倍前後

の差が生じているが PHITS の計算値よりは改善して

いることが分かる。図 2 に関しては原子番号 5 で特に

平均場の影響が大きいことがわかる。 
4. 結論 
 AMD計算+統計カスケード崩壊計算における平均場

模型の予測値を二重微分断面積と角度微分断面積によ

って比較した。平均場模型によって予測に違いが生じ、

粒子生成に 10 倍程度の影響を与えることがわかった。 
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図 1 入射 12C のエネルギー144MeV での放出された 
炭素の 30 度での二重微分断面積の平均場依存性 

図 2 入射 12C のエネルギー72MeV での 30 度に

おける核種生成断面積の Z 分布の平均場依存性 
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